2010年度都市計画実習　サステナビリティ班　最終発表レジュメ

	駅前でキスをしないで

～つくばセンター送迎用一般駐車場 利用促進～

サステナビリティ班　担当教員：谷口守　TA：安立光陽　班員：山本克己　肥後洋平　山口裕敏　川村竜之介　橋本貴明　崎野諒太


第1章. 背景／目的

　日ごろつくばセンター（TXつくば駅）を利用していると、自宅から家族の運転する自家用車による送り迎え（＝キス・アンド・ライド）が非常に多く目につく。これらの車両が路肩を占有することで交通渋滞や交通事故の原因となりうることが考えられる。これに対し、つくば市ではつくばセンターバスターミナル横に普通車34台を収容できる送迎用一般駐車場を去る2010年5/1（土）にオープンさせた。この駐車場は、比較的駐停車時間の短いキス・アンド・ライド車両をターゲットとしていることから、最初の20分を駐車料金無料とし、以降10分ごとに100円が加算されるという料金体系を採用している。

　サステナビリティ班では、この駐車場が実際に利用さ[image: image4.png]O 2 & 9 WKELEE O
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れるのか、また駐車場のオープンによって路上駐停車車両が減少するのかを調べるべく、駐車場のオープン前・後でキス・アンド・ライドを目的とした路上駐停車の実態を調査したところ駐車場が使われていないことがわかった。どうにかして使ってもらうために市役所、TX、警察にヒアリング、市民啓発活動を行い、路上駐停車を繰り返す市民の行動変化を促しその効果を検証した。
第2章.キス・アンド・ライド実態調査

2-1調査内容／項目
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　つくば駅前交差点で実際にキス・アンド・ライドの実態を観察することによって調査を行った。調査は目視調査、ビデオ撮影調査の二つに分けられる。

＜○目視調査について＞
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交差点内の瞬間的なトータルの駐停車台数を調べる調査で、駐停車台数が変わるごとに台数と時間を記入。調査員を各担当区域に配置し調査を行う。

＜○ビデオ撮影調査について＞
撮影時間内の正確な駐停車台数と一台一台の駐停車時間、見送り出迎えといった駐停車目的を調べる調査を行う。詳しくは以下のとおり。

・累計駐停車台数…つくば駅前交差点内対象区域に出迎え、見送りの理由で止まった台数

・駐停車時間…路側帯に車体の一部が入ってから車体のすべてが路側帯の中から完全に出るまでの時間を駐停車時間として定義

・駐停車目的…見送り、出迎えのどちらの目的で駐停車を行ったか

・駐車場の利用台数…PR、市役所と警察との共同ビラ配りを行う前後では駐車場の利用状況がどのように変化しているのか
これらの項目について、朝、夕方から夜に調査を行った。この時間に行った理由として、交通量が多い時間帯であること、通勤・通学による見送り、出迎え、いわゆるキス・アンド・ライドが多く行われ、キス・アンド・ライドによる迷惑が多発する時間帯であることがあげられる。　
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2-2. 調査エリア
目視調査については、普段からキス・アンド・ライドによる駐停車が多い、つくば駅交差点から延びる4方向の道路の8つの路肩すべてにおいて行った。区間はつくば駅交差点から次の信号までとした。ビデオ撮影調査については、8つの路肩のうち最も駐停車数の多い③番の区間と、次に多い①番の区間で行った。
2-3. 調査日程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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調査内容について、送迎用一般駐車場オープンの前後で比較を行うために、事前調査と事後調査に分けて行った。事前調査は、まず予備調査を含めた夜の目視調査を4/23（金・雨）17:00〜24:00に行った。予備調査は駐停車車両台数のピークを把握するためであり、その結果から調査時間を絞り、4/28(水･雨）6:45〜8:15に朝の目視調査とビデオ撮影調査、4/30(金・晴れ）16:50〜18:20に夜のビデオ撮影調査を行った。事後調査は、5/24(月･雨)6:45~8:15に朝の目視調査、5/28(金･晴れ)17:00~19:00に夜のビデオ撮影調査、19:00~22:00に目視調査を行った。天候は雨が多いが、これは雨の方が駐停車台数は多いと考えたためである。
2-4. 調査結果

I台数調査

i-夕方3時間（全区間）
　図2は、ある瞬間に調査エリア内に駐停車している車の台数を表したグラフで、17時から24時までの調査の中で最も台数の多かった3時間を切り出してある。縦線[image: image9.jpg]


はTXの到着時刻を表している。グラフからもわかるように、時には60台を越える時もある。また台数の増減にはパターンが見られ、TXの到着時刻に合わせて増加し、到着時刻を少し過ぎると急激に減少していく様子が分かる。また快速と区間快速の到着時刻が重なる時間帯では、特に山が高くなっていることが分かる。
ii-朝1.5時間（全区間）
図3は同様に朝の1.5時間のグラフである。縦線はTXの発車時刻を表している。図2の夕方とは違い、TXの発車時刻の前後でパターンが見られない。夕方と比べてみると、ある瞬間に調査エリア内に止まっている台数は少ないことが分かる。しかし凹凸が激しいことからもわかるように、変化が激しくなっている。

iii-（ビデオ分析による）
図2と図3を比較すると夕方のほうが朝より駐停車台数が多いように見えるが、ビデオを見て1台1台を追いかけてみた結果、累積台数は表1のようになり、朝のほうが夕方より駐停車台数が多いことが分かる。特に区間③では朝1.5時間で275台もの車が駐停車していることが分かる。
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　　　　表2. 区間①で1台当たりの駐停車時間　（中間値）
表3は１.5時間のビデオ撮影により１台１台の動向を追いかけて累計の駐停車台数を調査した結果です。カッコ内の数値は事前調査の結果との比較を示しており、朝については大幅に増加していることがわかります。これは事前調査が大型連休期間中だったため、通常より通勤通学をする人が少なかったからだと考えられます。この路上駐停車の台数に対し、駐車場の利用台数は１.5時間で朝が２４台、夕方が２２台となりました。最も利用されているときでも６台と、残念ながらあまり利用されていませんでした。
	表3. 1.5時間当たりの累計駐停車台数

 
	区間①
	区間③
	駐車場

	5/24(月)朝
6:45～8:15
	２２３
(+２６)
	３９２
(+１１７)
	２４

	5/28(金)夕方
16:50～18:20
	７６
(+１３)
	９５
(－２３)
	２２


（ ）内は事前調査との比較
Ⅱ駐停車時間の違い

　ビデオから1台1台駐停車時間をカウントし、表にして計算すると表2のような結果になった。これにより朝より夕方の方が朝より駐停車時間がかかっていることがわかる。この理由として駐停車目的が朝と夕方とでは異なっているのではないかと判断した。

Ⅲ駐停車目的の違い
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 こちらも区間①でビデオにより乗降者を観察し駐停車目的を観察したところ朝は見送りのみで197台、夕方では見送りは2７台、出迎[image: image18.emf]送迎用一般駐車場利用台数 - 6月11日(金)18:19～19:47

0

5

10

15

20

25

30

18:19 18:27 18:35 18:43 18:51 18:59 19:07 19:15 19:23 19:31 19:39 19:47

時刻

利

用

台

数

共同

PR

活動時間

送迎用一般駐車場利用台数 - 6月11日(金)18:19～19:47

0

5

10

15

20

25

30

18:19 18:27 18:35 18:43 18:51 18:59 19:07 19:15 19:23 19:31 19:39 19:47

時刻

利

用

台

数

共同

PR

活動時間

えは36台となり、図5のようになった。円の面積と台数は比例している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅳ目的による駐停車時間の違い

　図6、図7は区間①での朝、夕方の各車両別駐停車時間を表したグラフとなっている。夕方のグラフを見ると出迎えの方が見送りよりも明らかに駐停車時間が長いことが読み取れる。

　



第3章. ヒアリング調査

3-1-1.市役所6/1(火)16:30~17:15　代表　都市建設部都市施設課　滝本勝弘係長、勝村 氏、猪野 氏
市役所では駐車場の構造、料金体系、PR状況について質問を行った。構造(需要予測、規模、ロータリー構造は)については、調査会社による調査結果をもとに決定したとのこと。20分まで駐車無料である料金体系については、明確な根拠はなく電車が着くまでちょっと待つのに10分、人を乗車させてから駐車場に出るのに10分かかるからという予想。PR状況についてはつくば市のHPとつくば市の広報でしか知らせていない。    

3-1-2.つくば中央警察署　6/4(金)13:00~14:00　代表　つくば駅中央警察署交通課　入江邦夫課長
警察署では主につくば駅前交差点の取り締まり状況について、交差点エリアでの事故件数について、PRの依頼について質問を行った。取り締まり頻度について、取り締まりは委託会社に任せていて朝昼夕の三回に取り締まっていて、夕方は17時から19時（べったりではない）に取り締まりを行い具体的な取り締まり方は決まっていないようだった。また送迎用一般駐車場の完成により、駐車場をより利用させるには取り締まりを強化していくべきではないかという質問に対して、今現在ではPRが足りないために今取り締まりを厳しくしても市民から反感をかってしまうとのことだった。そこで私たちは取り締まりについて事前調査で明らかになったTXの快速・区間快速が到着する前後に駐停車台数のピークがくることを示し、ずっと張り付く必要はなくピーク時前後の５～１０分程度の取り締まりの協力をお願いした。

3-1-3.TX 6/4(金)14:30~15:30 代表　首都圏新都市鉄道つくば駅務管理所　小野博幸所長
TXでは1日どのくらいのお客がTXを利用しているのか質問を行った。
つくば駅1日平均乗車人員は

平成17年度　11,126人 平成18年度　12,089人

平成19年度　13,676人 平成20年度　14,709人

平成21年度　15,117人 平成22年度　15,900人【速報値】

であることがわかった。
第4章.市民啓発活動

4-1.協力要請

ヒアリング調査と平行しわかった結果、サステナビリティ班は各機関が駐車場を利用してもらうための市民へのPR活動が不十分であることを認識し、協力の要請を行った。
4-1-1.市役所

市役所で行うPR活動提案としては、①駐車場前に看板を設置、②人通りの多い場所へのポスターの掲出、③周知のための共同PR活動を要請した。

4-1-2.TX

路上駐停車を行っている人のほとんどがTX利用客であることからターゲットを絞り、駅構内にポスター掲出を要請した。

4-1-3.つくば中央警察署

路上駐停車の取締りの強化が駐車場利用に効果があるとみられるので、はじめに共同で駐車場周知のための共同PR活動を要請した。

4-2.活動内容

4-2-1.ポスター

下図が市役所とTXが掲出したポスターである。

ポスターはサステナビリティ班が作成したものであり、市役所は南北自由通路に6/10(木)に掲出し、TXはつくば駅改札前に6/11(金)に掲出した。送迎のために路上駐停車をおこなっているTX利用客をターゲットに行った。

[image: image2]


4-2-2.看板

看板については市役所に要請を行い、
6/11(金)に送迎用一般駐車場付近に設置
を行った。右図が設置された看板で
ある。20分以内であれば無料である
ことの周知を行った。

4-2-3.共同PR活動
サステナビリティ班の要請により、6/11(金)18:30から1時間、サステナビリティ班6名・教員1名、市役所職員6名、警察官10数名で共同PR活動を行った。図14は共同PR活動時に配ったビラである。これにより、路上駐停車を行っている人に直接的に駐車場周知を行った。

[image: image3]


4-3.PR活動の効果

図15が共同PR活動を行っている時間帯前後に送迎用
一般駐車場を利用していた台数である。共同PR活動が18:30~19:30なので、その前後は台数が少ないことが分かる。活動中は最大で27台、18:19~1947では全台数では述べ94台利用していることが分かった。これは表3の5/28に調査した駐車場利用台数では1.5時間で最大でも6台、全台数でも述べ22台しか利用されておらず、これは共同PR活動が効果的であるということが証明された。
4-4.新聞

サステナビリティ班のビラ配りまでの一連の活動に6/8(火)新聞記者２名（茨城新聞、常陽新聞）が取材に来られ、実際に6/11(金)市役所と警察との共同PR活動現場にも駆けつけ、その内容を記事にしてもらうことで、メディアから市民への効果的な啓発活動を行った。
6/12(土)茨城新聞記事内容抜粋

「同市の女性(39)は『駐車場があることが知らなかった。今後は利用したい。』と話した。」

6/13(日)常陽新聞記事内容抜粋
「都市計画実習サステイナビリティ班の学生6人が今年5月にオープンした駅前広場駐車場の利用促進を呼び掛けている。」

　
第5章. おわりに
5-1.まとめ

　サステナビリティ班は、つくば駅前交差点付近のキス･アンド･ライド目的の路上駐停車の実態調査を通して、2010年5/1にオープンしたつくば駅前広場送迎用一般駐車場がほとんど利用されていないことを明らかにした。そこで、われわれはこの駐車場を利用してもらうことを目標に、つくば市役所都市施設課、つくば中央警察署交通課、首都圏新都市鉄道つくば駅務管理所に調査結果を提供し、これらと協力してPR活動を展開し、駐車場の利用促進を図った。結果として、駐車場利用者数を大幅に増やすことに成功し、われわれの行動を起爆剤に、市民の行動を変化させるまでに至った。今後の課題としては、この市民の行動変化つまり路上駐停車ではなくて駐車場の利用が継続されていくのかということを調査していく必要がある。
5-2. 謝辞
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図.1 対象エリア





図4．乗降者別割合~朝~





図5．乗降者別割合~夕方~





図7．到着時刻


5/24(月)　車両別駐停車時間時間~朝~











図6．到着時刻


5/28(金)　車両別駐停車時間~夕方~
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日時　　　　　　項目�
駐停車時間�
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6:45～8:15�
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図4．5/24(月) 乗降者別割合~朝~








図5．5/28(金) 乗降者別割合~夕方~








図8.6/10(木)市役所掲出ポスター





図9.6/11(金)TX掲出ポスター





図12.6/11(金)警察官から指示を受ける班員





図13.6/11(金)広報活動を行う班員





図14.6/11(金)共同PR活動時に配ったビラ
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図15.送迎用一般駐車場利用台数 - 6月11日(金)18:19～19:47
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図10.6/11(金)市役所設置看板①





図16.6/12(土)茨城新聞掲載





図17.6/13(日)常陽新聞掲載





4/23(金)





図3. 時点毎駐停車台数の推移~朝~1.5時








表1. 1.5時間当たりの累計駐停車台数
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　4/28(水)





図2.時点毎駐停車台数の推移~夕方~3時間
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